




 

 上肢変形の経時的変化と ADL に関する補助的手段について検討した。 

1.1974～1977(3 年 5 ケ月)にわたり PMD、D 型、30 例(12～15 才)について調査

した手指変形の特微は Swanneck 変形と MP 屈曲拘縮への進展であった。手指変

形のうち Swannek 変形の曲型的なのは 16 才以上に出現、MP 屈曲拘縮も同様に

16 才以上にみられ、stage Ⅶ以上であった(図 1) 


